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誘発筋電図(Ｈ波)に及ぼす呼吸運動の影響

縁　言

　我々の生活の中で、随意運動に際して呼吸が種

々の影響を与えることはしばしば経験するところ

である。たとえば、腕ずもうをする際に息を吸い

つめて力を入れるとか、重い荷物を持つ時に大き

く息を吸ってとめてから持ち上げるといった事実

であろ。これは骨格筋の収縮の際に呼吸運動が何

らかの影響を及ぼしているものと考えられる。そ

こで本研究では、呼吸運動が苛格筋の収縮にいか

なろ影響を与えるかを知るために誘発筋電図（Ｈ

渡）を用いて検討した。

　呼吸帽とＨ波との関連についてみると、一般に

吸意中に完遂することが認められている。

Bishop、 Johnsonらは最大吸息中にＨ波の振

幅が増大し、この吸息性増大は吸息筋が収縮して

いろあいだ持続していることを報告している。

　最近では、森が呼吸相とＨ波の関係について、

通常呼吸中では、吸息相でＨ波の冗進がみられる

と報告している。しかし、これらの研究報告の呼

吸測定にはまだまだ問題がありその研究方法の殆

λどが、サーミスター法である。サーミスター法

では、微少な呼吸位相の変化を知ることは困難で

あり、まだ呼吸に伴なう換気量を知ることは出来

ない。

　本研究の目的は、Ｈ波への呼吸運動の影響を卸

ろこと、さらにＨ波の筋電位と呼吸流量との間に

どのような関連があるかを知ることである。

－賓方撫

　今IIIIの研脊では、従癩の吋－ｉスター法ではな

く、呼吸流速と呼吸浚錘をストレイングージ●使

った|･子心スり、－サ一をMIいて測定し、|朗時|こ

一僣神知への竃気刺畠|こよ、て誘発された1i波の

掘幅を穫|』宦した。実装項目は次の通りである。

　A’】安静一員。（麹腫堰1こで●るだlj意塵させ

　ぬよう|こし、りう。クスｉせて行な、たｊ

氷野哲也

　B）錘大呼吸。（植‐看|こ鰻大呼睡●Ｂ回行な

　、てー他嵐をきせ、くりかえしtjな、た。１

　Ｃ）遍呼錘。｛安藤の約２－３倍で倣大呼吸以

　ﾄ･のものを行な、ｔ。１

　以上の各項目|ごついて、１０回ずｰっ計３０圓●

ｌセ。トとして、各植皺者iこ約ｌｓＯ－２５０回

の●|』鵬をtaldam lこ行な、rこ。

　（注）呼吸酸羞：呼息相iこおいて|ま吐●紬めて

から。また吸息相iこおいて吸い始めて加ら●譜が

行なわれるまでａ換気量●いう。

結果および考察

　本研究では６名の健康な成年男子を被験者とし

て次のような結果を得た。

　１）６名の被験者における全ての過呼吸時のＨ

　波の振幅には、呼吸流量との間に有意な相関が

　あるとはいえなく、呼吸位相との間で吸息桐の

　Ｈ波の振幅に有意な増大がみられた。（ｐく

　0.05；

　2）6名申５名の被験者における安静呼吸時の

　Ｈ波の振幅には有意な暁息性増大はみられなか

　った。他の１名においては有意な吸息性増大が

　みられf､:。（p≪こ0.05）

　3）6名中５名の被験者における全ての過呼吸

　時のＨ波の振幅が安静呼吸時のＨ波の振幅より、

　呼息、吸息相とも有意に大きかっ7こ（ｐ＜

　ｏ､０５ｈ他の１名においては一定の傾向はみ

　られなかった。

　４）安静呼吸時の、呼息相においては６名申３

　名、吸息相においては６名中４名の被験者にＨ

　波の振幅と呼吸流量との間に相関がみられた

　（ｐぐ０､０５）。その他の肢験者には一定の傾

　向がみられなかった。

　以上のことから、ﾄ酸のAipha motoneurQn

の興奮性は、阪急相において吸息筋の収縮してい
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